
公的研究費の不正防止に関する基本方針 

（令和 4年 2月 1日 最高管理責任者決定） 

 

日本赤十字広島看護大学では、平成 19 年 2 月 15 日付(令和 3 年 2 月 1 日改正)文部科学大臣決定

「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン(実施基準)」に基づき、公的研究費(文部

科学省等の公的資金配分機関から配分される競争的資金等をいう。) を適正に運営及び管理するため

に、以下の取組を行います。 

 

１．機関内の責任体系の明確化 

  学長は、最高管理責任者として、本学全体を統括し、公的研究費の運営・管理について最終責任

を負います。 

  事務局長は、統括管理責任者として、最高管理責任者を補佐し、公的研究費の運営・管理につい

て大学全体を統括する実質的な責任を負います。 

  研究推進委員長は、コンプライアンス推進責任者として公的研究費の運営及び管理について実質

的な責任を負います。また、事務局経理課長をコンプライアンス推進副責任者として、コンプライ

アンス推進責任者を補佐し、公的研究費の運営及び管理について実効的な管理監督を行います。 

  

２．適正な運営・管理の基盤となる環境の整備 

  不正使用の防止に関する学内関係者の意識を醸成するため、コンプライアンス教育及び啓発活動

を定期的に実施します。また、競争的研究費等の事務処理手続に関するルール及び職務権限を明確

にした上で、告発等の取扱や調査及び懲戒に関する規程の整備を行います。 

  

３．不正を発生させる要因の把握と不正防止計画の策定・実施 

 不正を発生させる要因を把握し、具体的な不正防止計画を策定します。また、不正防止計画の推

進を担当する部署を定め、不正防止計画を推進します。 

 

４．研究費の適正な運営・管理活動 

  上記の不正防止計画を踏まえた適正な予算執行を行います。関係者相互や第三者からの実効性が

ある点検を受ける仕組みを構築の上、適正に管理します。 

 

５．情報発信・共有化の推進 

  学内での不正防止に関する情報共有を日頃から行った上で、本学での取組や事例を主体的に学外

に向けて情報発信します。また、公的研究費の不正に関する本学内外からの相談及び通報を受け付

ける窓口を設置の上、基本方針、関連諸規程及び相談・通報窓口を学外に向けて公開します。 

 

６．モニタリングの在り方 

  不正を発生させないことを目指し、実効性のあるモニタリング体制を整備・実施します。また、

実態に即して、不正が発生する要因を分析し、不正が発生するリスクに対してリスクアプローチ監

査を実施し、恒常的に組織的牽制機能の充実・強化を図ります。 


